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出題分析 

試験時間 75分 配点 150点 大問数 3題 

分量（昨年比較）〔 減少 同程度 増加 〕 難易度変化（昨年比較）〔 易化 同程度 難化 〕 

【概評】 

昨年に引き続き，大問 3題で構成された。〔Ⅰ〕で原始・古代の日本列島の様子，〔Ⅱ〕で室

町・戦国時代の一揆・戦乱，〔Ⅲ〕で近世の社会，近代のメディア・文化について出題され

た。現代からの出題はなかった。 

同志社大学入試日本史では，今までにみられなかったまとまった形式で正誤判定問題が出題

され，全 50 問中 13問を占めた。一方で，語群選択問題は出題されなかった。語句記述問題

は一部でやや細かい知識が問われたものの，おおむね標準レベルであった。正誤判定問題は，

きちんと問題文や史料文を読み込む必要があるため，時間配分に戸惑っただろう。以上のこ

とから，昨年に比べて難化したといえる。語句記述問題で漢字表記を含めて確実に正解を積

み重ね，失点を減らして解答してほしい。 

 

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

〔Ⅰ〕 原始・古代の日本列

島の様子 

原始・古代の日本列島の様子について，①～⑩の

短文をもとに，縄文時代から大宝律令の制定時期

まで問われた。正誤判定問題が半数以上を占めた

ため，時間を取られた受験生も多かっただろう。 

①．青銅器の伝来は弥生時代のこと。②．四隅突

出型墳丘墓は山陰地方から富山県にかけてみられ

る。北部九州では甕棺墓がみられる。③．銅鐸は

弥生時代に祭器として使用された。④．副葬品と

しての武器は鉄製であった。⑤．八角墳は大王墓

であり群集墳には含まれない。⑥．同族集団は氏

として組織された。⑦．冠位十二階は世襲ではな

く個人を評価した。⑧．渤海は，698年に建国され

た。高松塚古墳は高句麗や唐の影響を受けている。

⑨．改新の詔では遷都について触れられていない。

なお，孝徳天皇が遷都したのは難波長柄豊碕宮で

ある。⑩．持統天皇の時代につくられたのは庚寅

年籍である。設問い．「百舌鳥」の漢字に注意。設

問お．やや難。 

やや難 
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合格のための学習法 

合格のための学習法としては，教科書本文だけでなく，脚注・コラム，掲載されている地図・

グラフ・表・写真とその説明文の精読も必要である。また，過去問演習も不可欠で，その際

は語群に示されている歴史用語についても，その都度，用語集などで確認をして知識を深め

ておきたい。また，史料問題の対策としては，過去問を使って演習を重ね，出題パターンを

把握して慣れておく必要がある。歴史用語の正確な理解と確実な表記を心がけ，日頃より一

問一答集なども活用して研鑽を積んでおきたい。 

設問別講評 

〔Ⅱ〕 室町・戦国時代の一

揆・戦乱 

⑴山城の国一揆（1485 年），⑵天文法華の乱（1536

年），⑶嘉吉の徳政一揆（1441年），⑷加賀の一向

一揆（1488 年）の史料をもとに出題された。 

設問 a．選択肢の（あ）・（い）は史料を読めば判

断できる。（う）のうち，1世紀ほど支配が続いた

のは加賀の一向一揆で，山城の国一揆は 8 年間続

いた。設問ア．応仁の乱に関する細かい知識が問

われた。設問イ．史料中の「山門」とは延暦寺で

あり，その「膝下」で「物資の集散地」として栄

えたのが坂本である。設問ウ．改めて問われると

やや想起しにくかったかもしれない。設問オ．下

線部より後の「代始め」や「先例」に注目すれば

よい。一般庶民が徳政を訴えた最初の一揆が，正

長の徳政一揆である。設問 g．史料⑴～⑷と，足

利義昭上洛・将軍任官（1568 年）と応仁の乱（1467

年～），嘉吉の変（1441 年）の時系列順並び替え

問題だが，⑶と嘉吉の変の前後関係や，⑵の位置

などの判断がポイントになっただろう。 

やや難 

〔Ⅲ〕 近世の社会，近代の

メディア・文化 

加藤秀俊・前田愛『明治メディア考』（河出書房新

社）がリード文に用いられた。語句記述問題はほ

とんどが字数指定されており,ヒントになる。 

〔Ⅰ〕・〔Ⅱ〕でみられた正誤判定問題は出題され

ず，従来の同志社大学の出題形式であったため，

全体的に解答しやすかった。設問 d・f．やや細か

い知識が問われた。設問 m．「戯」の漢字に注意。

設問 r．電信は 1869 年，郵便は 1871 年，鉄道は

1872年にそれぞれ事業が開始された。 

標準 


